
(57)【要約】

【課題】      水溶性の高い染料に対して優れた凝集脱

色効果を奏し、環境汚染や二次公害のない安全性の高い

微生物産生多糖類および染料含有廃水の脱色処理方法を

提供する。

【解決手段】  実質的にグルクロン酸、グルコース、ガ

ラクトースおよびフコースよりなり、その構成割合がグ

ルクロン酸１０～６０重量％、グルコース５～７０重量

％、ガラクトース１０～８０重量％、フコース５～２０

重量％である新規多糖類、並びに該多糖類と、キトサ

ン、水溶性のカチオン性高分子および水中で２価あるい

は３価の金属イオンを供与し得る物質からなる群より選

ばれた１種以上とを補助剤として染料により着色した廃

水中に添加し、凝集した染料を分別することよりなる染

料含有廃水の凝集脱色方法。



【特許請求の範囲】

【請求項１】  下記　～　の性質を有する新規多糖類；

　  ガスクロマトグラフィー、高速液体クロマトグラフ

ィーによる糖構成割合；実質的にグルクロン酸、グルコ

ース、ガラクトースおよびフコースよりなり、その構成

割合がグルクロン酸１０～６０重量％、グルコース５～

７０重量％、ガラクトース１０～８０重量％、フコース

５～２０重量％

　  元素分析値（重量％）；

Ｃ：３７．０～４１．０

Ｈ：６．０～７．５

Ｏ：５２．０～５６．０

　  分解開始温度；２００～２５０℃

　  高速液体クロマトグラフィーによる分子量；７×１

０6以上

　  赤外線吸収スペクトル；１０００～１１００ｃ

ｍ-1、１４００～１４５０ｃｍ-1、１６００～１６５０

ｃｍ-1、１７００～１７５０ｃｍ-1、２０００～２２０

０ｃｍ-1、２９００～３０００ｃｍ-1、３４００～３５

００ｃｍ-1にピークを有する。

【請求項２】  グルクロン酸１０～３０重量％、グルコ

ース１０～５５重量％、ガラクトース１０～６５重量

％、フコース５～２０重量％からなる請求項１記載の新

規多糖類。

【請求項３】  多糖類が、ブルコールデリア（Ｂｕｒｋ

ｈｏｌｄｅｒｉａＳＰ.）属細菌に属するブルコールデ

リアＫＹＯ－３６株（ＦＥＲＭ ＢＰ－６４６８）細菌

の産生したものである請求項１又は２記載の新規多糖

類。

【請求項４】  請求項１～３記載の多糖類と、補助剤と

してキトサン、水溶性のカチオン性高分子および水中で

２価あるいは３価の金属イオンを供与し得る物質からな

る群より選ばれた１種以上とを、染料により着色した廃

水中に添加し、凝集した染料を分別することを特徴とす

る染料含有廃水の凝集脱色方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は新規な多糖類、およ

びそれを用いた染料含有廃水の凝集脱色方法に関するも

のである。

【０００２】

【従来の技術】微生物産出多糖類には、増粘性、接着

性、乳化性、保湿性、凝集性といった物性を有するもの

が存在し、この物性を利用した用途は食品基材、セメン

ト混和剤など多岐に亙っている。例えば土壌細菌である

ロードコッカスエリスロポリッス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃ

ｕｓ  ｅｒｙｔｈｒｏｐｏｌｉｓ）Ｓ－１株は菌体外に

凝集性を示す多糖類を分泌し、これを凝集剤として利用

することが提案されている〔微生物工業技術研究所研究

報告、第７５号４９～６７頁（１９９２年）〕。

【０００３】微生物が産生する多糖類を用いた天然系凝

集剤は、生分解性であることから安全性や環境への影響

といった面で優れているが、凝集作用では対象とする物

質の適用範囲が狭く、また価格的に高いといった問題点

をもっている。

【０００４】一方、ポリアクリルアミド類で代表される

合成高分子系凝集剤は、一般に凝集剤としての能力、経

済性の点で優れており、各種産業廃水処理や都市廃水処

理等において幅広く使用されている。しかし、生体系へ

の安全性、環境への影響の面から問題点が指摘されてい

る。

【０００５】染料工場、染色工場から排出される染料を

含む着色廃水は、着色の故に可視公害としてその対策の

必要性が望まれている。特に最近では、和歌山市におい

てみられるように、地方自治体レベルで廃水の着色度を

規制する条例が発効されるなど、廃水中の着色度は大き

な関心事である。

【０００６】染料、特に直接染料、酸性染料、反応性染

料等の水溶性染料は、分子構造中にスルホン基などの水

溶性基を持ち水に溶解し易いように設計されている。こ

のことは廃水処理の面からみると、通常の凝集剤による

処理等では水から分離除去し難いといった問題を提起し

ている。

【０００７】従来、上述のような水溶性の染料が含まれ

ている廃水の処理は、幾種類もの凝集剤の使用や幾段階

もの処理を行なう必要があり、非常に煩雑な工程を踏

み、かつ多量の凝集剤が必要があった。凝集処理による

着色廃水の処理としては、ポリアミン類（特公昭５２－

３４８４５号公報）、ポリジアリルジメチルアンモニウ

ムクロライド（特公平７－４１２４７号公報）などが提

案されているが、親水性の高いアニオン系染料の凝集処

理はその効果が不十分であり、また対象とする廃水のｐ

Ｈを調整する必要があり、処理条件が煩雑となるなどの

問題がある。

【０００８】それに代わってイオン交換樹脂及び活性炭

に吸着させて脱色する方法、オゾンなど化学的に酸化分

解する方法、電気化学的に分解する方法が提案されてい

るが、価格面、さらに二次公害の問題などもあり実用化

が遅れている。

【０００９】一方、微生物産生の凝集剤については、ロ

ードコッカス属に由来する微生物の産生する多糖類ＮＯ

Ｃ－１〔微生物工業技術研究所研究報告、第７５号４９

～６７頁（１９９２年）〕やアルカリゲネス・レータス

Ｂ－１６株の産生する多糖類(特開平２－９０９０３号

公報)を用いる方法が提案され、安全性の面で注目され

ているが、後記比較例から明らかなように凝集剤として

の効果は不十分であり、水溶性染料を含有する着色廃水

の処理には、脱色効果は不十分であった。

【００１０】

【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、ある
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特定のグラム陰性細菌が産生する新規の多糖類を提供す

ると共に、この多糖類を用いて安全で、かつ極めて簡単

な操作で水溶性の染料を含有する着色廃水の脱色方法を

提供することにある。

【００１１】

【課題を解決するための手段】本発明者らは、微生物が

産生する多糖類について種々検討した結果、ある特定の

微生物が産生する多糖類に、水中に溶解している染料と

結合し該染料を水から析出・凝集させる作用のあるもの

があり、これを用いることにより水溶性染料を含有する

着色廃水を、二次公害がなく簡単に脱色し得ることを見

いだし、本発明をなすに至った。

【００１２】すなわち、本請求項１の発明は、下記　～

　の性質を有する新規多糖類であり、

　  ガスクロマトグラフィー、高速液体クロマトグラフ

ィーによる糖構成割合；実質的にグルクロン酸、グルコ

ース、ガラクトースおよびフコースよりなり、その構成

割合がグルクロン酸１０～６０重量％、グルコース５～

７０重量％、ガラクトース１０～８０重量％、フコース

５～２０重量％

　  元素分析値（重量％）；

Ｃ：３７．０～４１．０

Ｈ：６．０～７．５

Ｏ：５２．０～５６．０

　  分解開始温度；２００～２５０℃

　  高速液体クロマトグラフィーによる分子量；７×１

０6以上

　  赤外線吸収スペクトル；１０００～１１００ｃ

ｍ-1、１４００～１４５０ｃｍ-1、１６００～１６５０

ｃｍ-1、１７００～１７５０ｃｍ-1、２０００～２２０

０ｃｍ-1、２９００～３０００ｃｍ-1、３４００～３５

００ｃｍ-1にピークを有する。

【００１３】請求項２の発明は、グルクロン酸１０～３

０重量％、グルコース１０～５５重量％、ガラクトース

１０～６５重量％、フコース５～２０重量％からなる新

規多糖類であり、請求項３の発明は、ブルコールデリア

（ＢｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａＳＰ.）属細菌に属するブ

ルコールデリアＫＹＯ－３６株(ＦＥＲＭ ＢＰ－６４６

８）細菌の産生した多糖類であり、請求項４の発明は、

該多糖類に加えて、さらに、キトサン、水溶性のカチオ

ン性高分子および水中で２価あるいは３価の金属イオン

を供与し得る物質からなる群より選ばれた１種以上とを

補助剤として、染料により着色した廃水中に添加し、凝

集した染料を分別することよりなる染料含有廃水の凝集

脱色方法である。

【００１４】

【発明の実施の形態】本発明の多糖類は、実質的にグル

クロン酸、グルコース、ガラクトース、フコースの４種

の単糖類よりなり、その構成割合がグルクロン酸１０～

６０重量％、グルコース５～７０重量％、ガラクトース

１０～８０重量％、フコース５～２０重量％であり、好

ましくは、グルクロン酸１０～３０重量％、グルコース

１０～５５重量％、ガラクトース１０～６５重量％、フ

コース５～２０重量％である。

【００１５】また本発明多糖類の分子量は、高速液体ク

ロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）にて求めたとき、１０4

以上あればよく、上限は特に限界はないが、実際上１０

9程度である。この構成単糖類の割合および分子量は、

本発明の目的の一つである、染料含有廃水の凝集脱色の

ためには極めて好ましい効果を発揮する。

【００１６】本発明の多糖類は、微生物が産出するもの

であり、微生物の培養物、その処理物から単離される。

好ましい微生物としては、ブルコールデリア（Ｂｕｒｋ

ｈｏｌｄｅｒｉａ  ＳＰ．）があり、特にブルコールデ

リアＫＹＯ－３６株が好ましい。ブルコールデリアＫＹ

Ｏ－３６株は、工業技術院生命工学技術研究所にＦＥＲ

Ｍ  ＢＰ－６４６８として寄託されている。本菌の菌学

的性質を表１に示す。

【００１７】

【表１】
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以上の菌学的性質を、バージース・マニュアル・システ

マティック・バクテリオロジー（Ｂｅｒｇｅｙｓ Ｍａ

ｎｕａｌ  ｏｆ  Ｓｙｓｔｅｍａｔｉｃ Ｂａｃｔｅｒ

ｉｏｌｏｇｙ）(第９版)１７４～１７６頁記載のブルコ

ールデリア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ  ＳＰ．）属の

分類基準により検索してブルコールデリア属細菌と同定

した。

【００１８】本発明の微生物の培養に用いられる栄養培

地は、炭素源、窒素源、無機塩類などからなる通常の培

地であり、炭素源としてはグルコース、マルトース、フ

ラクトース、スクロース、乳糖、澱粉などが単独もしく

は組み合わせて用いられる。窒素源として、尿素、塩

安、硝安、硫安などの無機窒素源、トリプトン、酵母エ

キス、肉エキス、ペプトン、麦芽エキス、アミノ酸（例

えば、ロイシン、イソロイシン、バリン、グルシン、ア

ラニン、シスチン、セリン、スレオニン、アスパラギ

ン、リジン、プロリン、アスパラギン、グルタミン、ア

スパラギン酸、グルタミン酸など）などの有機窒素源を

単独、あるいは併用し、無機塩類としては塩化ナトリウ

ム、塩化カリウム、硫酸マグネシウム、硝酸カリウム、

硫酸鉄などを、リン源としてリン酸二水素カリウム、リ

ン酸水素二ナトリウム、リン酸水素二カリウムなどが使

用される。

【００１９】本発明の多糖類を生産するための微生物の

培養条件は、通常の好気的培養条件でよく、ｐＨ４．０

～９．０、好ましくはｐＨ５．５～７．０、温度２０～

４０℃、好ましくは３２～３７℃、時間４８～１８０時

間、好ましくは６０～８０時間が適当である。ｐＨ４．

０より低い場合あるいはｐＨ９．０を超えると生育が著

しく低下する。

【００２０】ブルコールデリア属細菌が産生した多糖類

の分離方法は特に限定するものでないが、例えば、培養

後、培養液を遠心分離によって除菌し、約２倍量のアセ

トンを加え、放置して析出した沈殿物を７０％エタノー

ルにて洗浄し、乾燥すればよい。しかしながら、本発明

では、このように分離精製した培養処理物を使用せずと

も、培養液をそのまま使用することができる。

【００２１】多糖類の構成単糖類の比を求める方法は高

速液体コロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）やガスクロマト

グラフィーにて求められる。

【００２２】構成単糖としてグルクロン酸、グルコー

ス、ガラクトース、フコースを含む多糖類としては、エ

ンテロバクテリア(Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅ

ａｅ)科のエッセリシア(Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ)、ア

エロバクター（Ａｅｒｏｂａｃｔｅｒ）、サルモネラ

(Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ)のコラン酸と呼ばれる夾膜多糖

類もあるが、これら夾膜多糖類には構成単糖類中フコー

スが２３重量％より多く含まれ〔イギリス生化学雑誌

(Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌ.Ｊｏｕｒｎａｌ.(１９６９）

１１５巻，９３５頁〕、この他に酢酸、ピルビン酸など
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も共存しており、本発明の目的とする染料含有廃水の脱

色のためには十分な効果を発揮しない。さらに、これら

多糖類は産生量が僅かであり、本目的のためには実用上

難しい。

【００２３】本発明の多糖類は、例えばブルコールデリ

アの産生する細胞外多糖であり、その多糖類中に含まれ

るフコースの構成成分は２０重量％以下であり、発明者

らのＨＰＬＣにより測定したところによれば、７×１０

6以上の非常に大きな分子量をもっていることがわかっ

た。

【００２４】染料含有廃水の凝集脱色目的には、該多糖

類に加え、さらにキトサン、水溶性のカチオン性高分子

および水中で２価あるいは３価の金属イオンを供与し得

る物質から選ばれた１種以上とを補助剤として用いられ

る。水溶性のカチオン性高分子としてはポリアミン、ポ

リジアリルジメチルアンモニウムクロライドなどがあ

り、水中で２価あるいは３価の金属イオンを供与し得る

カチオン性物質としては、例えばカルシウムイオン（Ｃ

ａ2+）やアルミニウムイオン（Ａｌ3+）を供与するもの

であり、具体的には、塩化カルシウム、硫酸アルミニウ

ムなどがある。このうち、環境への影響を考慮すると天

然物であるキトサンが特に望ましい。

【００２５】染料含有廃水処理に用いられる多糖類の添

加量は、対象とする染料含有廃水中の染料の種類、染料

濃度、ｐＨなどによって変わり一律に決められるもので

はないが、一般的には０．１ｐｐｍ～１０％（重量ベー

ス）、好ましくは１０ｐｐｍ～１％（重量ベース）、さ

らに好ましくは５０ｐｐｍ～５０００ｐｐｍ（重量ベー

ス）である。添加量は多いほど効果が大きいが、１０％

を越す添加量はコスト的に見合わず、現実的ではない。

【００２６】多糖類の添加方法は、特に限定されるもの

ではないが、一般的には、水溶液として目的の系（染料

含有廃水）に注入する。水溶液の濃度は任意であるが、

実用上０．１％～１％（重量ベース）溶液である。

【００２７】本発明で多糖類とともに用いられる補助剤

の添加量も、対象とする染料含有廃水の性状、運転条

件、その他の状況によって変わり一律に決められるもの

ではないが、一般的には０．１ｐｐｍ～２０％（重量ベ

ース）、好ましくは１０ｐｐｍ～１％である。該補助剤

の添加方法は、特に限定されるものではないが、一般的

には、水溶液として目的の系（対象系）に注入するのが

都合よく、水溶液の濃度は任意であるが実用上１％～２

０％（重量ベース）溶液として用いられる。

【００２８】多糖類と補助剤の添加順序は特に限定する

ものではないが、一方の成分を目的とする着色水に添加

し、充分よく混合されてからもう一方を添加するように

する。多糖類と補助剤を予め混合して一つの溶液としこ

れを対象系に添加するのは不溶性の凝集物を生じるため

好ましくない。

【００２９】本発明による染料含有廃水処理において

は、本発明本来の目的が損なわれない範囲において他の

公知の凝集剤を併用するのは何ら妨げるものではない。

【００３０】本発明では、染料含有廃水の処理を対象と

するが、染料、特に水溶性染料はその分子内に強アニオ

ン性のスルホン基などを持ち水に対して親和性が高く、

水に溶解処理易い化学構造をしている。これは逆に該染

料を廃水から不溶化させ凝集分離しようとすると非常に

難しい。これに対し、本発明の新規多糖類は、染料含有

廃水処理には極めて適しており、上記補助剤を併用する

ことにより、水中に溶解した染料分子と結合し、これを

不溶化、凝集する作用をもっている。本発明の多糖類は

分子内にグルクロン酸単位を含むため、カルボキシル基

を有するアニオン性高分子であり、カチオン性の補助剤

が多糖類中のカルボキシル基と染料のアニオン基とがを

仲介して結びつくバインダーの役割を果たすと考えられ

る。また、本多糖類が非常に大きな分子量を有するた

め、凝集物は大きなかたまりとなって析出するので液体

からの分離は容易である。

【００３１】

【実施例】以下、実施例によって本発明を具体的に説明

する。

【００３２】１．多糖類の単離、およびその性状

［菌の培養、および多糖類の単離］

多糖類Ｉ：イオン交換水中に、グルコース１．０重量

％、リン酸二水素カリウム０．２重量％、リン酸水素二

カリウム０．１重量％、硝酸カリウム０．１重量％、塩

化ナトリウム０．０１重量％、硫酸マグネシウム・７水

０．０２重量％、イーストエキストラクト０．０５重量

％となるように加え、ｐＨを６に調整して培地とした。

この培地１５０ｍＬを滅菌処理した後、ブルコールデリ

アＫＹＯ－３６株（ＦＥＲＭ  ＢＰ－６４６８）を１白

金耳接種し、３０℃、１８０ｒｐｍで３日間培養した。

培養液をそれぞれ高速遠心分離により菌体成分を除いた

後、２倍容量のアセトンを加え静置し、沈澱物を瀘過分

離した。７０％エタノールにて２回洗浄を行ない、乾燥

して多糖類を単離した。

【００３３】多糖類II～VI：前記イーストエキストラク

トに代えて、ロイシン、シスチン、グリシン、アスパラ

ギン酸、グルタミン酸をそれぞれ用いて培養し、多糖類

II～VIを得た。

【００３４】［構成単糖の組成］単離した多糖類をそれ

ぞれ５ｍｇとり、水４．５ｍＬに溶解し、０．５ｍＬの

硫酸（４Ｎ）を加え封管した。１００℃で２時間加熱後

冷却し、内容物に炭酸バリウム水溶液を加え中和した。

沈澱物を瀘過して除いた後、水中に溶解している加水分

解物をＨＰＬＣにより分析した。

【００３５】分析条件は、以下の通りである。

    ＨＰＬＣ装置    ヒューレッドパッカード社製、ＨＰ１０９０Ｍ
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    検出器          電気化学パルス型    Ｐｏｔ１＝０．６５Ｖ、

                      （パルスモード）  Ｐｏｔ２＝－０．９５Ｖ、

                                        Ｐｏｔ＝０．１５Ｖ

                    作用電極            金

    カラム          ＳＨ－１０１１  （ショウデックス製）

                    移動相              ０．１Ｎの硫酸溶液

                    移動相の移動速度    ０．７５ｍＬ／分

                    温度                ５０℃

    反応液          ０．４Ｎ  ＮａＯＨ  ０．６ｍＬ／分

【００３６】多糖類Ｉ加水分解物のＨＰＬＣの結果を図

１に示した。この結果は、本多糖類は、標準物質として

用いたグルクロン酸、グルコース、ガラクトース、フコ

ースのそれぞれとのピークと一致しており、その構成成

分が同定できた。

【００３７】一方、多糖類Ｉ～VIのそれぞれを、２Ｎ硫

酸中、１００℃で２時間加熱して多糖類を加水分解し、

中和後その約１ｍｇをエタンチオール－トリフロロ酢酸

（２：１容量比）混合物２０μＬに溶解、トリメチルシ

リルエーテル化剤（島津製作所製）０．１ｍＬ加え、５

０℃にて３０分放置した。遠心分離してその上澄液を分

取し、ガスクロマトグラフィー分析を行い、各成分（単

糖）の構成割合を決定した。結果を表２に示した。

【００３８】ガスクロマトグラフィー分析の条件は以下

の通りである。

ガスクロマトグラフィー分析装置：島津製作所製 ＧＣ

－９

検出器：水素炎検出器

カラム：ＣＢＰＩ－２５Ｍ－０２５

温  度：２００～２５０℃昇温  ０．５℃／分

【００３９】

【表２】

【００４０】［多糖類の元素分析値及び熱的性状］多糖

類Ｉ～VIそれぞれの元素分析値、熱的性状（分解開始温

度）は表３に示すとおりであった。

【００４１】

【表３】

【００４２】［多糖類の分子量］単離した多糖類をそれ

ぞれ２ｍｇとり、水２ｍＬに溶解し、不溶解物を瀘過し

て除き、既知分子量のラフィノース、プルランを標準と

してＨＰＬＣにより分析した。

【００４３】分析条件は、以下の通りである。

    ＨＰＬＣ装置：ヒューレッドパッカード社製、ＨＰ１０９０Ｍ

    検出器：示差屈折率検出器

    カラム：ウルトラハイドロゲンゲル１０００＋２０００（ウォター社製）

            移動相              ０．０１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液、

                                ｐＨ；１１．８～１２

            移動相の移動速度    ０．７５ｍＬ／分  

            温度                ４５℃

            標準                ラフィノース  分子量；約５００

            プルラン            分子量；約５，０００、約５０，０００、

                                        約８００，０００
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【００４４】この結果、ＨＰＬＣピークのリテンション

タイムは以下の通りであった。

標        準  ：１９，２５，２８，３０．５

ブルコールデリア：１５

【００４５】リテンションタイム１５に検出されたピー

クは、当条件の場合、カラムを素通りした排除限界を越

えた分子量を有する物質である。本多糖類は、標準とし

た分子量８００，０００のプルランより遥かに大きな分

子量を有し、使用カラムの排除限界が７×１０6であっ

たことから本多糖類Ｉ～VIは全て分子量７×１０6より

大きな分子量であることが確認された。

【００４６】［赤外線吸収スペクトル］多糖類Ｉ～VI

(乾燥物)の赤外線吸収スペクトルをそれぞれ図２～図７

に示す。

【００４７】２．染料含有廃水の凝集脱色試験

［凝集脱色試験に用いた染料］

染料－Ａ；反応性染料、日本チバガイギー(株)製,Ｒｅ

ａｃｔｉｖｅ Ｂｌｕｅ４９を用いた。

染料－Ｂ；反応性染料、日本チバガイギー(株)製,Ｒｅ

ａｃｔｉｖｅ Ｒｅｄ２４を用いた。

染料－Ｃ；直接染料 シグマ社製，Ｄｉｒｅｃｔ Ｂｌｕ

ｅ １５を用いた。

染料－Ｄ；直接染料 シグマ社製,Ｄｉｒｅｃｔ Ｙｅｌ

ｌｏｗ ５０を用いた。

染料－Ｅ；酸性染料 シグマ社製，Ａｃｉｄ Ｂｌｕｅ 

４５を用いた。

染料－Ｆ；酸性染料 シグマ社製，Ａｃｉｄ Ｒｅｄ ２

７を用いた。

【００４８】［凝集脱色試験に用いた多糖類］

多糖類Ｉ－１；ブルコールデリアの培養物の処理物から

得た多糖類を試験に供した。試験に用いた水溶液中の多

糖類含有率は、多糖類の構成単糖であるグルコロン酸量

を硫酸カルバゾール法により測定し、 これを本発明多糖

類に換算して求めた結果、 ０．３重量％であった。

【００４９】多糖類Ｉ－２；多糖類を８５％ギ酸水溶液

中、８０℃で５分間保持し、加水分解した。分子量測定

の結果、１.５×１０5であった。０．３重量％水溶液と

して試験に用いた。

【００５０】多糖類II～VI；ブルコールデリアの培養処

理物をそのまま水で希釈して試験に供した。

【００５１】［脱色試験に用いたカチオン性物質］

キトサン；和光純薬工業株式会社製の試薬を用いた。

塩化カルシウム；和光純薬工業株式会社製の試薬を用い

た。

硫酸アルミニウム；和光純薬工業株式会社製の試薬を用

いた。

【００５２】［比較に用いた凝集剤、および多糖類］

ポリアミン；関東電化工業株式会社製，クリアエースＨ

（商品名）を用いた。分子量は約５万

ポリジアリルジメチルアンモニウムクロライド（Ｐｏｌ

ｙ－ＤＡＤＭＡＣ）；センカ株式会社製，ユニセンスＣ

Ｐ－１０４(商品名)を用いた。分子量は約２０万。

ＮＯＣ－１株産生多糖類；ＦＥＲＭ  ＢＰ４９１３号と

して寄託されているロードコッカスエリスロポレスｋＲ

－Ｓ－１株を本多糖類と同様の方法で培養した処理物を

用い、多糖類を得た。

アルカリゲネス・レータスＢ－１６株産生多糖類；ＦＥ

ＲＭ  ＢＰ－２０１５号寄託されている菌株を本多糖類

と同様の方法で培養して得られた培養物の処理物を用

い、多糖類を得た。

【００５３】［脱色率の決定］脱色前の着色水と、脱色

処理後の試験水についてそれぞれの色相と彩度からイオ

ン交換水との色差を測定した(日本工業規格 ＪＩＳ Ｚ

－８７０１，１９８０)。色差の測定は、日本電色工業

株式会社製，ＮＤＲ－２０００型測定器を用いた。

【００５４】各色差から次式により脱色率（％）を計算

した。

【数１】

【００５５】［脱色試験の方法］

試験－１：染料－Ａ、染料－Ｃについて各１００ｐｐｍ

水溶液を作り、ここに多糖類水溶液を所定濃度となるよ

うに加え、次いでカチオン性物質を所定濃度になるよう

に加え、ゆるやかに撹拌した。析出した凝集物を瀘別し

た後、液の色差を測定し、脱色率を求めた。

【００５６】

【表４】
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【００５７】試験－２：染料－Ｂ、染料－Ｄ、染料－

Ｅ、染料－Ｆについて各１００ｐｐｍの水溶液を作成

し、 これに、本発明多糖類、カチオン性物質、比較のた

めの凝集剤をそれぞれ所定量加え、上と同じくゆるやか

に撹拌し、析出、凝集物を瀘別した後、液の色差を測定

し、脱色率を求めた。

【００５８】

【表５】

【００５９】試験－３：数種の染料を含み、かつ各種の

染色助剤を含む染色工場の廃水を採取し、 上と同様な方

法にて脱色率を求めた。

【００６０】

【表６】

【００６１】

【発明の効果】本発明の多糖類は水溶性の高い染料に対

して優れた凝集脱色効果を奏し、染料含有水を効率よく

脱色することができる。しかも、該多糖類は生分解性の

高いものであるから、周辺環境を損なう懸念がなく、社

会の要請に応え得る極めて望ましい染料含有廃水の処理

方法を提供する。

【図面の簡単な説明】

【図１】  ［図１－Ａ］は標準サンプル（グルクロン

酸、グルコース、ガラクトース、ラムノース、フコー

ス）について行ったＨＰＬＣのチャートを示す。［図１

－Ｂ］は本発明に係る多糖類Ｉの硫酸加水分解物につい

て行ったＨＰＬＣのチャートを示す。

【図２】  本発明に係る多糖類Ｉの赤外線吸収スペクト

ルを示す。

【図３】  本発明に係る多糖類IIの赤外線吸収スペクト

ルを示す。

【図４】  本発明に係る多糖類IIIの赤外線吸収スペク

トルを示す。

【図５】  本発明に係る多糖類IVの赤外線吸収スペクト
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ルを示す。

【図６】  本発明に係る多糖類Ｖの赤外線吸収スペクト

ルを示す。

【図７】  本発明に係る多糖類VIの赤外線吸収スペクト

ルを示す。

【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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【図７】
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